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第9回中部乳癌会議

症例3
56歳、閉経後、右乳癌(T2N0M0 StageIIA), Bt+SLNB
Invasive micropapillary carcinoma
N: 1/3 (SLN 0.7mm、郭清なし)
Grade 2, ER(8), PR(8), HER2(1+), Ki67<20%

この方の病状をどのようにとらえますか？



第9回中部乳癌会議 NPO法人がん情報局 3月2‐3日

2

Adjuvant! online

ホルモン療法単独と比較し、
ホルモン療法＋化学療法は、
N0ならば7.8%、N1ならば11.1%の上乗せ効果がある。
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n0

Paik S, et al. J Clin Oncol. 2006;24:3726‐3734.
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83%                    64%                   19%                  

N=119                  N=340                N=190                  

NSABP B-20

GradeとRecurrence Score

Grade2ではRSが高めの例が33%くらいある。
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腫瘍径が2-4cmではRSが高い例が、41%くらいはある

腫瘍径とRecurrence Score

→化学療法の上乗せ効果はあると思われる

MICROPAPILLARY CARCINOMA OF THE BREAST
Micropapirallyは、IDCと比較して、予後不良という報告と、
Stage等をマッチングさせれば、予後は同等という報告がある。

すくなくともMicropapillaryがIDCと比較して予後良好ということはない
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MICROPAPILLARY CARCINOMA OF THE BREAST

Micropapillaryでも

リンパ節転移が多ければ
予後は悪い

腋窩リンパ節の評価をおこ
なっていないことは、予後
不良につながっている可
能性がある。

MICROPAPILLARY CARCINOMA OF THE BREAST

Micropapillaryで
少なくともN1micをN0とみなすのはかなり危険であり、実はN(+)2個以上である可能
性もある。
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MICROPAPILLARY CARCINOMA OF THE BREAST
結論
・Invasive Micropapillary carcinomaということを置いといても、
予後は不良であり、化学療法の上乗せ効果は期待できる

・Micropapillaryはリンパ節転移の頻度が多く、Loco-regional recurrenceが多
い
→少なくともN1micをN0とみなすのはかなり危険であり、

リンパ節転移が、2個以上ある可能性も否定できない

・日常診療では
予後不良と思われる場合は、化学療法を行う動機づけに十分なりうる

→化学療法＋ホルモン療法を行った方がよいと考えられる。


